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尿病と感染症                   院長 山﨑勝也 
  

今年も夏は暑かったのですが、8 月末の台風で一気に涼しくなり、暑さもぶり返さずにそのまま秋になり

ました。今が一番過ごしやすい時期で、もう少しすると寒くなってきそうです。夏の暑さが尋常ではないの

で、外での運動がしにくかったのが、ちょうどよい気候になり、今の内に運動習慣を身につけて、冬にも運

動を継続できればいいのではないでしょうか？  

 さて、今回は糖尿病と感染症について書いてみたいと思います。糖尿病では免疫

機能の低下や血流障害による感染症に対する防御機構が破たんし易いことが原因で、

様々な感染症が起き易いことがわかっています。足の検査で水虫があると言われた

方もいると思いますが、水虫も白癬菌というカビの一種で起こる皮膚の感染症です。

夏で足が蒸れ易い時期に、足の指の間の皮膚が脱落して痒みを認めたら、足白癬症の

可能性があります。これらには足の清潔とともに、抗真菌薬を塗布します。また、足

の爪が白く厚くなる爪白鮮症もよく見られます。その他、靴擦れなどの傷から化膿す

ることもあります。これらを予防、早期発見するためには普段から異常がないか足を

見る癖をつけて下さい。検尿検査では尿に白血球を認める膀胱炎も糖尿病ではよく

見られます。膀胱炎では、頻尿や残尿感、排尿痛などの症状が見られます。さらに細菌が膀胱から腎臓に行

くと、左右の腰痛を伴い高熱が出る腎盂腎炎になります。膀胱炎になったら抗生剤内服しながら、水分を多

めに取って、おしっこを我慢しないで、尿を膀胱に長く溜めておかないようにします。また最近では、糖尿

病では歯周病が多いことも分かっており、糖尿病の第 6 の合併症とも言われています。歯周病は血糖コント

ロールを悪化させたり、心臓の血管障害との関係も報告されています。歯肉が腫れ、出血をしたりした場合

は歯周病を疑い、歯科への受診をお勧めします。歯石の除去や正しい歯磨きが歯周病の予防

には重要です。 

もう一つ重要な感染症が肺炎です。肺炎は癌、心筋梗塞に次いで、日本人の死因の 3

番目で、糖尿病患者さんでも同様に多く認めます。これから冬に向かって、肺炎の患者

さんも増加する季節です。肺炎では一般的には高熱が出て、黄色（または褐色や緑色）

の痰を伴った咳が出ます。時に胸痛も伴うこともあり、このような症状が続いた時には

肺炎を疑って診察や胸のレントゲン検査が必要になります。ただ、高齢者ではこれらの典

型的な症状がなく、元気がない、急に食欲がなくなったなどが肺炎の症状のこともあります。テレビの CM

で見られた方もおられるでしょうが、2014年 10月から高齢者の肺炎球菌ワクチンが定期接種になりました。

今年度末で、65、70、75、80、85、90、95、100 歳になる方と 101 歳以上の方が対象で、今回初めて肺炎球

菌ワクチン接種をする際に市町村から補助が出ます（補助は各市町村で異なる場合があるのでご確認下さ

い）。対象となる方はインフルエンザの予防接種同様、ワクチン接種をご検討下さい。 

 今回は糖尿病と感染症についてでした。糖尿病の患者さんでは、感染症は重症化し易いので、予防や早

めの対応が必要です。 
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oDiC（コーディック）をご存じですか?   
 

   理事長 川井紘一 
 

私は開院時に川井クリニックの運営理念として 1)患者のニーズを

医療者が共有する、2)情報開示、3)情報発信の 3 項目を掲げました。

1)に基づきコメディカルスタッフを指導してきましたが、私自身とし

ては“糖尿病専門医”としてだけでなく“かかりつけ医”として、患

者さんの悩みを受け止められるべく他疾患に関する医師会の勉強会

に参加するとともに、近隣の医療機関との交流を心掛けてきました

（つくば市医師会地域医療連携委員会委員長、茨城県保険医協会副会

長）。2)については院内掲示や健康手帳等を通し、3)については学会発表・論文発表に加え、医療関係者の勉

強会での講師として情報発信してきました。2、3)を実践するには、当院通院患者さんの診療データを管理す

る必要があります。 

幸い当院開院に合わせ CoDiCという糖尿病患者の診療データを管理するコンピューターソフトの開発があ

り、私もそのソフト作成にアドバイスする事で、CoDiC を当院に導入。開院以来、来院された全ての糖尿病

患者さんのデータがそのソフトに蓄積されています。その

データを用いると、表の如く 2014 年 9 月 30 日現在 5784

名の患者さんが来院(内、1型糖尿病 397名、2型糖尿病 5359

名)しており、現在通院している方は 3081 名（男性 2045 名

/女性 1036 名、平均年齢 62.0 歳）いることが判ります。電

子カルテにも診療に関係したデータは蓄積しますが、蓄積

した糖尿病に関連するデータを研究目的に合わせ抽出する

事は想定していません。そこで、CoDiC に電子カルテを連携

させ、糖尿病関連データを CoDiC に移行することで、診療

や研究に利用しています。例えば、1 年に 1 度皆さんに渡

す『健康記録』や採血室前に掲示されている『HbA1c の月

毎の分布』等は CoDiC を利用して作られています。 

研究発表にも CoDiC の利用は欠かせません。10 月 6 日が演題募集締切日であった来年 1 月 24 日(土)に横

浜で開催される“第 52 回日本糖尿病学会関東甲信地方会”には、「10 年以上当院定期通院 2 型糖尿病患者

の HbA1c 値と病態変動の関係」というテーマで当院での治療結果を発表する予定です。その結果の一部をお

知らせしますと、当院に 10 年以上の通院歴がある方が 950 名程あり、その内 750 名程度の方が今も定期通

院されています。これらの方の過去 10 年間の HbA1c 平均値を求め、合併症である網膜症・腎症の様子をみ

ると、網膜症進展率は平均 HbA1c6.5%未満だと 7.7%と少ないですが、HbA1c が高くなるにつれ徐々に増加、

平均 HbA1c9.0%以上では 32.6%になりました。一方、腎症進展率は HbA1c7.0%未満で 20.8%、HbA1c8.5%まで

は横ばいでしたが、HbA1c8.5%を超えると急に上昇し、HbA1c9.0%以上では 55.8%となりました。平均 HbA1c

が 7.0%未満の方でも合併症が進行するのは気になるでしょうが、進行する方は糖尿病の治療を開始するのが

遅く、HbA1c が高い期間が長かった場合や年間の HbA1c の変動が大きい(治療中断や季節毎の生活状況の変

化で)場合にそうなる事も判りました。1 年間を通じ、HbA1c に大きな変動がない生活を送って下さい。 

今回は CoDiC を紹介し、川井クリニックでの CoDiC の利用についてお伝えしてみました。 
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タッフ便り 

 

 

気温が急に下がり、インフルエンザが心配される

季節になりました。インフルエンザは、インフルエン

ザウイルスの感染によっておこる病気で、インフル

エンザにかかった人が咳やくしゃみなどをすること

により、ウイルスが空気中に広がり、それを吸い込む

ことによって感染します。症状は突然の高熱、頭痛、

関節痛、筋肉痛などで、喉の痛み、咳、鼻水などもみ

られますが。一般的な風邪の症状に比べて全身症状

が強いのが特徴で、油断すると肺炎を併発したり重

症化することもあります。 

予防策としては、まずはワクチン

接種です。注射してから効果が表れ

るまでに 2 週間ほどかかり、その後

5 ヶ月間は持続します。当院では

10/4～12/13の期間、予約なしで受

付しています。予防接種を受けたからといってイン

フルエンザにかからないわけではありませんが、軽

くてすみます。インフルエンザウィルスは乾燥した

空気中で活発化するので、湿度の管理をし、流行期の

外出時は人ごみを避けましょう。またうがい、手洗い

に加え洗顔も効果があります。体力が落ちるとかか

りやすくなるため、バランスの取れた食事をし、十分

に睡眠をとることなど、予防を心掛けることが大切

です。          （看護師・森岡順子） 

 

 

2009 年 1 月より予約シス

テムを導入し、5 年が経ちま

した。当院の診察券はプラ

スチックタイプや紙の診察

券とは違う書き換えの出来

る診察券です。最近、名前や予約日の印字が薄くな

ってしまったと患者様からの問い合わせがございま

すが、以下の点にお気をつけ下さい。 

 

♦診察券に文字を記入したり（鉛筆でも不可）テー

プやシールを貼付しないで下さい。熱転写で印字を

しているので、そうすることでインクが溶けて機械

の故障の原因となります。 

 

♦熱転写による診察券の耐久年数は 20 年以上(保管

方法により異なるが数百回使用可能)と言われてい

ますが外部による摩擦に弱いので保管の際はお気を

つけ下さい。お財布等に入れ

て診察の度に出し入れする程

度なら問題はないとのことで

す。 

 

♦当院の診察券は予約表になっています。診療の際

にはお持ち頂き、診察終了後には予約日を印字して

お帰り頂いています。紛失なさらないようお気を付

け下さい。 

 

尚、紛失や破損による再発行の際には、再発行料

(100 円)を頂戴しております。診察券は大切に保管

して頂けますよう、ご協力よろしくお願い致しま

す。        （医療事務・平林扶美枝） 

 

 

 

採血室での検査の流れは、予約時間、受付時間、

検査内容で変動しますが、予約の方を優先しており

ます。採血以外の検査（眼底検査・心電図・胸部 X-

P・頸部エコー・自律神経など）があればそちらを

先に検査させていただく場合もございます。私たち

スタッフも、採血や検査までの待ち時間をできるだ

け短く出来るよう努力しておりますので、ご了承く

ださい。 

これから、寒くなり、厚着をされる方が増えてき

ます。採血前は、お待ちの間に上着を 1 枚脱いで腕

が出せるように準備をお願いし

ます。検査の待ち時間の短縮に

繋がるかと思います。また、血

液サラサラの薬を飲んでいる、

手荷物が多い、すぐにトイレに

ス 

http://bsoza.com/ill_goods/wallet_02a.htm


行かれるなど採血部位を抑える時間がない時には止

血バンドをさせていただいております。お手数です

がバンドは、診察や検査時にお返しください。止血

バンドをしなかった場合は、押さえてお待ち下さ

い。採血後に荷物を持った、血圧を測ったなどで出

血されている方も見受けられます。皆様のご協力を

お願い致します。     （看護師・片貝貞江） 

 

 

秋から冬にかけて、

血糖コントロールが乱

れる傾向がみられま

す。これからの季節、

旬な食材が豊富に出て

きます。果物の柿（干し柿）やみかんは、自宅で摂れ

たものや箱買いをして、つい食べ過ぎてしまうとい

ったことが多いようです。果物の中に含まれる果糖

は、摂りすぎると中性脂肪の上昇や肥満へとつなが

ります。1 日 1 単位（80kcal）を目安に、なるべく日

中の食事時に一緒に摂るよう心がけましょう。 

他にもブドウ・梨・リンゴ・新米・栗・

焼き芋・干し芋・もち等の糖質を多く含

む食材がありますので、糖質の過剰摂取

に注意しましょう。また年末年始はクリスマス・忘年

会・お正月・新年会とイベント事が重なり、食事内容

が乱れる方も多いようです。イベント事がある際は、

その前後の食事でカロリー摂取量を

調整することを心がけましょう。寒

さなどによる運動不足も、血糖コン

トロール悪化の原因のひとつでもあ

るで、こまめに身体を動かすことも大切ですね。 

（管理栄養士・高信愛） 

 
 
の木会活動予定 
 
 

7 月 30 日（水）豊里交流センターにて「骨粗鬆

症対策として、骨を丈夫に保つための栄養」をテー

マに調理実習を行いました。主食には麺を使って涼

しいメニューにしました。豆乳担々麺・セロリと干

しえびの和え物・モロヘイヤともずくの酢の物、ミ

ルフィーユ風デザートで合計 571kcal、カルシウム

も 536mg と 1 日分が十分補える量です。調理後は

管理栄養士から「骨

を丈夫にして骨粗鬆

症を防ぐポイント」

の講義を行いまし

た。骨を丈夫にする

ためのポイントとし

て、カルシウムの吸

収を助けるビタミン D や骨の形成を促すビタミン K

の多い食材を利用したバランスの良い食事を心がけ

ることや、筋肉の低下を防ぐ適度な運動（日光浴）

についての勉強をしました。会員の皆さんからは地

元の食材を利用していて家庭でも簡単に調理できる

ので、毎日コツコツと取り入れて行きたいとの感想

を頂きました。 

次回の調理実習は、リクエストにお答えして缶詰

を上手に使った料理を予定しています。楽しく、勉

強になる調理実習を心がけていますので桐の木会に

皆様も是非ご参加ください。 

(管理栄養士・中島弘美) 

 

 
 

誠に勝手ながら、2014 年 12 月 30 日(火)～2015

年 1 月 4 日(日)は年末年始の休診とさせて頂きま

す。また、第 52 回日本糖尿病学会関東甲信越地方

会へ参加する為、2015 年 1 月 24 日(土)も臨時休診

とさせて頂きます。皆様にはご迷惑をお掛け致しま

すが、宜しくお願い致します。 

桐 


